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私はハウスカオンキをはじめとする園芸用
設備メーカーであるネポン㈱で、現在は全国
の営業支援や設備設計に携わっております。
学生の頃より想定通りにいかない植物体に興
味を持ち、入社後には主に東日本エリアを中
心に生産者・JA・販売店等の方々と一緒に
仕事をさせて頂きました。簡単にはいかない
農業の厳しさ、そしてその反面での楽しさを
教えて頂き今でも感謝しております。

以前には青果物の卸売業務に携わっていた
こともあります。そこでは小売への安定した供
給と併せた価格交渉を行うことで、生産者に
通常以上の収益を生むことができるといった
違う目線から生産物を見ることができました。
一方では、想定通りにいかない生産量をコン
トロールする生産者の悩みと解決に向けた熱
意に触れることができた場面もありました。

最近では弊社のIoTプラットフォームであ
る ‘Chabu-Dai ’ を用いることで、ハウスの
環境情報や制御情報を簡単に取得できたり、
通信機能を標準搭載したハウスカオンキで機
器の状況をスマホで把握したりと、離れた場
所の情報を継続的に入手することができま
す。そのため、想定通りにいかないときにそ
の要因を想像することができ、どの要因が主
な原因となっているか、以前より究明しやす
くなったと感じております。お客様の課題と
こういったシステムを繋げることで、これか
らの働き方が変わっていく社会情勢下でのご

提案に結びつけることができればと考えてお
ります。

仕事の中ではお客様より「迷わせるような
ことを言わないでよ」とご指摘いただくこと
もありますが、なるべく想定をした上で判断
できるように、試算や事例を確認頂くように
心掛けています。特に最近、様々な試算のお
話を頂く中のひとつとして、環境負荷を低減
するエネルギーシステムの構築があります。
例えば、施設園芸用ヒートポンプ ‘グリーン
パッケージ’、暖房機取付型ヒートポンプ ‘誰
でもヒーポン’ の導入や高性能熱交換機 ‘グ
リーンソーラ’ を用いた廃熱利用といったシ
ステムを構築することで、従来のエネルギー
源とは別コストの選択肢を増やすことがで
き、環境への負荷を減らす手段としても期待
されています。弊社は国が掲げる「みどりの
食料システム戦略」での基盤確立事業の認
定を受けており、既存技術においても、これ
からの新しい技術においても環境への負荷を
減らす機器開発を続けております。

最後に、自身が常に学び続ける姿勢を持つ
ことが重要だと考えております。現場で実際
に起こる問題を解決するためには、最新の技
術や法規制に加え、現場の状況に応じた柔軟
な経験を企業として積み重ねることが必要と
なります。そうして培った知識と経験から施
設園芸の発展に向けてより良い提案が行って
いけるよう努力してまいります。
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